
　

平
成
28
年
４

月
１
日
、
信
州

大
学
は
旧
来
の

学
術
研
究
推
進

機
構
と
産
学

官
・
社
会
連
携

推
進
機
構
と
を

発
展
的
に
改
組

し
、
学
術
研
究
・

産
学
官
連
携
推

進
機
構
（ShinshuU

niversity-Innovative-
R
esearch &

 Liaison
O
rganization

、

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｏ
、
通
称
サ
イ
ロ
）
を
設
置
し
ま

し
た
。
機
構
の
下
に
は
学
術
研
究
支
援
本
部
と

産
学
官
連
携
・
地
域
総
合
戦
略
推
進
本
部
を
置

き
、
機
構
の
諸
活
動
を
担
う
専
門
人
材
を
Ｕ
Ｒ

Ａ（U
niversity-Research Adm

inistrator
）

室
に
配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
た
び
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
、
県
内
５
ヶ
所
に
分
散
し
て
い
る

信
州
大
学
の
全
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
機
構
の

窓
口
と
し
て
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
機
構
と
し
て
の
完
成
度
は
未
だ
道
半
ば

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、Ｕ
Ｒ
Ａ
室
を
中
心

に
学
術
研
究
と
産
学
官
地
域
連
携
を
推
進
し
、

本
学
の
強
み
を
更
に
強
化
し
、
持
続
化
す
る
た

め
の
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
本
学
は
、
第
3
期
中

期
目
標
・
中
期
計
画
に
お
い
て
「
先
鋭
領
域

融
合
研
究
群
を
中
心
と
し
た
世
界
的
な
教
育

研
究
と
多
分
野
に
わ
た
る
地
域
的
・
全
国
的

な
教
育
研
究
拠
点
」
た
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
ま
し
た
。
取
組
み
に
対
す
る
評
価
は
、
文

科
省
指
標
及
び
本
学
の
独
自
指
標
で
評
価
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
学
術
論
文
（
論
文
数
、

被
引
用
数
、
質
の
高
い
論
文
数
、
国
際
共
著

論
文
数
等
）、
海
外
の
大
学
や
研
究
機
関
と
の

共
同
研
究
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
設
立
・

活
動
状
況
、
知
的
財
産
の
実
用
化
・
企
業
と

の
共
同
出
願
、
一
定
金
額
以
上
の
共
同
研
究
・

受
託
研
究
な
ど
の
評
価
項
目
で
高
い
実
績
が

要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
大
学
活
動
の

源
泉
で
あ
る
「
学
術
研
究
力
」
の
強
化
に
加
え
、

学
術
研
究
の
成
果
を
円
滑
に
社
会
実
装
に
繋

げ
る
た
め
の
「
産
学
官
地
域
連
携
力
」
の
強

化
と
、
両
機
能
の
高
度
な
連
動
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
機
構
の
活
動
が
大
変
重
要

に
な
り
ま
す
。
教
職
員
の
皆
様
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
こ
れ
ま
で

以
上
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

信
州
大
学
は
、
第
3
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
お
い
て
、
先
鋭
領
域
融

合
研
究
群
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
）
を
中
心
に
特
色
あ
る
分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
研
究
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
は
、
現
在
、

カ
ー
ボ
ン
科
学
研
究
所
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
科
学
研
究
所
、
国
際
フ
ァ

イ
バ
ー
工
学
研
究
所
、
山
岳
科
学
研
究
所
及
び
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所

の
５
研
究
所
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
組
織
を
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

な
も
の
に
す
る
た
め
、
こ
の
た
び
研
究
群
の
枠
組
み
の
中
に
、
数
年
後
に
は

新
た
な
研
究
所
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
５
つ
の
研
究
グ
ル
ー

プ
（
菌
類
・
微
生
物
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
創
発
研
究
セ
ン
タ
ー
、
航
空
宇
宙
シ
ス

テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
、
次
世
代
医
療
研
究　

セ
ン
タ
ー
、
社
会
基
盤
研
究
セ

ン
タ
ー
、
食
農
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
）
を
選
定
し
、
こ
れ

ら
を
総
称
し
て
「
次
代
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

研
究
群
の
重
層
化
と
裾
野
の
拡
大
に
よ
っ
て
信
州
大
学
の
強
み
と
特
長
を
反

映
し
た
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
研
究
の
推
進
を
図
ろ
う
と
の
目
論
見
で
す
（
図

１
）。
世
界
で
は
今
、環
境
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、食
料
、医
療
、少
子
高
齢
化
な
ど
様
々

な
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
人
類
社
会
が
こ
れ
ら
の
問
題
を
乗
り
越
え
て

持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
革
新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
革
新
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
日
本
が
引
き
続
き
競
争
力

を
維
持
す
る
た
め
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
観
点
と
な
り
ま
す
。
わ
が

国
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
強
み
を
持
っ
た
地
域
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
う

し
た
多
様
性
に
基
づ
い
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
国
力
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
次
代
ク
ラ
ス

タ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の

参
画
に
よ
っ
て
機
能
強

化
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｒ

は
、
間
違
い
な
く
、
そ

の
役
割
を
担
っ
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。

次
号
の
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
か
ら
、
こ
れ
ら
５
つ

の
研
究
セ
ン
タ
ー
を
順

に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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機構長より

NEWS LETTER 発刊にあたって

産学官連携

機 構 長 よ り
ＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲ 
発 刊 に あ た っ て

研究センターの紹介

開 催 報 告

開 催 報 告

開 催 報 告

信 大 見 本 市

新 技 術 説 明 会

信州ベンチャー
コンテスト 2016

科研費の制度改革
とSUIRLOの支援活動
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次代クラスター

研究推進

ＳＢＣとの連携
防災減災プロジェクト

地域連携

信州ベンチャーコンテスト
発表者と審査員

新技術説明会の様子
参加者数は例年を大きく上回りました
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代
ク
ラ
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タ
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次
代
ク
ラ
ス
タ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た

新
技
術
説
明
会
の
開
催
報
告

平
成
2 8
年
度
信
州
産
学
官
連
携
機
構

0506

信
州
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
６
開
催
！

産学官
連 携

産学官
連 携

去
る
８
月
２
日
（
火
）
に
科
学
技
術
振
興

機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
東
京
本
部
別
館
（
東
京
・

市
ヶ
谷
）
に
お
い
て
、
信
州
産
学
官
連
携
機

構
（
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
に
よ
る
新
技
術
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
技
術
説
明
会
は
、
研
究

成
果
の
実
用
化
を
目
的
と
し
て
、
研
究
者
自

ら
が
研
究
成
果
を
参
加
者
に
発
表
す
る
場
で
、

企
業
関
係
者
を
中
心
に
毎
年
多
く
の
方
に
ご

参
加
頂
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
信
州
大
学

か
ら
６
名
、
諏
訪
東
京
理
科
大
学
か
ら
２
名

の
研
究
者
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
特
に
注
目
度
が
高
く
、
例
年
を
上
回
る
２

９
４
名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

発
表
後
の
個
別
面
談
も
30
件
近
く
実
施
さ
れ
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
ご

参
加
さ
れ
た
企
業
の
方
に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
等
か
ら
事
後
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、
共
同
研

究
な
ど
の
連
携
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
活
動

し
て
い
く
予
定
で
す
。

と
い
う
希
望
を
！
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。
医

師
と
し
て
活
動
す
る
中
島
さ
ん
が
、
旅
行
に

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
患
者
が
い
る
こ
と

を
課
題
と
捉
え
、
長
野
の
魅
力
を
発
信
す
る

と
と
も
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
旅
行
プ
ラ
ン
に

産学官地域連携課
鵜澤　尚弘

知的財産室
柏原　秀雄

産学官連携・
地域総合戦略推進本部

中西　弘充

機構長

中村　宗一郎

機構長

中村　宗一郎

産
学
官
金
の
連
携
で
主
催
す
る
信
州
ベ
ン

チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
年
で
３
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
信
州
を
元
気
に
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

ア
イ
デ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
高
校
生
部

門
・
ア
イ
デ
ア
部
門
・
起
業
部
門
の
３
部
門

で
募
集
し
、
各
部
門
５
件
を
書
類
審
査
で
選

考
し
ま
し
た
。
公
開
審
査
は
９
月
10
日
（
土
）

に
信
州
大
学
上
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま

し
た
。

ア
イ
デ
ア
部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
と
観
客
が

選
ぶ
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
は
、
中
島
侑
子
さ

ん
の
「
全
国
初
！
新
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ

ア
ー
の
実
現
に
よ
り
、長
野
か
ら
全
国
へ「
旅
」

先鋭領域融合研究群

04

01 　  

先
鋭
領
域
融
合
研
究
群

価
値
が

あ
る
こ

と
を
提

案
し
、
多

く
の
観

客
の
支

持
を
得

ま
し
た
。

ICCER における次代クラスター研究センターの位置

01

SUIRLO 組織図
URA 室機構運営会議

機構長(研究、産学官・社会連携担当理事)

先
鋭
領
域
融
合
研
究
群

リエゾン部門（産学官連携・地域総合戦略推進本部） リサーチ支援部門（学術研究支援本部）
・産学官地域連携推進
・教育研究活動の社会還元
・COC 事業
・信州リビングラボ事業
・その他地域社会の活性化
   のための業務

・COI 等の大型拠点支援
・研究プロジェクト支援
・先鋭領域研究の支援・融合
・異分野融合研究の推進
・基盤研究所力の強化
・科研費等の外部資金獲得
・次代研究者や拠点の育成
・国際学術連携の支援

信州地域技術
メディカル展開センター

地域防災減災センター

長野（教育）　　長野（工学）　　松本　　伊那　　上田

基盤研究支援センター

輸出監理室

機構各地ステーション

本部

☟

SUIRLO のWEB サイト新設中

　研究領域融合、イノベーティブな研究

　学術研究院

次
代
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー

カ

ー

ボ

ン

科

学

研

究

所

山

岳

科

学

研

究

所

国
際
フ
ァ
イ
バ
ー
工
学
研
究
所

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
科
学
研
究
所

バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所

次
代
の
研
究
所
を
目
指
す
研
究
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
次
代
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の
創
出

先鋭領域融合研究群
クロスブリード

クロスブリード



出典：平成２９年度科学研究費助成事業公募要領等説明会配布資料の一部を修正

多くの方が来場されて、会場は満席となりました
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科
研
費
の
制
度
改
革
と

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｏ（
サ
イ
ロ
）
の
支
援
活
動

研究推進

携
地

１　
「
挑
戦
的
研
究
」
創
設
‼

　

現
在
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
以
下
、

科
研
費
）
で
は
、
研
究
種
目
の
見
直
し
、
審

査
区
分
と
審
査
方
式
の
見
直
し
を
は
じ
め
と

す
る
大
き
な
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
従
来
の
「
挑

戦
的
萌
芽
研
究
」
が
見
直
さ
れ
、
新
た
な
種

目
「
挑
戦
的
研
究
（
開
拓
・
萌
芽
）」
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
学
術
の
体
系

や
方
向
を
大
き
く
変
革
・
転
換
さ
せ
る
こ
と

を
志
向
し
、
飛
躍
的
に
発
展
す
る
潜
在
性
を

有
す
る
研
究
を
支
援
す
る
た
め
の
挑
戦
的
研

究
（
開
拓
）
は
、
応
募
額
５
０
０
〜
２
０
０

０
万
円
で
研
究
期
間
３
〜
６
年
、
挑
戦
的
研

究
（
萌
芽
）
は
応
募
額
５
０
０
万
円
以
下
で

研
究
期
間
２
〜
３
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
採

択
予
定
課
題
数
は
（
開
拓
）
が
２
５
０
件
程

度
、（
萌
芽
）
が
予
算
の
状
況
に
よ
っ
て
は

１
０
０
０
件
程
度
に
な
る
と
発
表
さ
れ
て
お

り
、
従
来
の
挑
戦
的
萌
芽
研
究
と
比
べ
、
質

を
重
視
し
て
採
択
件
数
が
絞
り
込
ま
れ
る
予

定
で
す
（
参
考
：
平
成
27
年
度
挑
戦
的
萌
芽
・

新
規
採
択
件
数
３
９
５
２
件
、
採
択
率
23
．

６
％
）。
ま
た
、
審
査
区
分
は
今
年
度
の
み

の
暫
定
的
な
区
分
（
65
区
分
）
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
よ
り
大
括
り
化
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

２　

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｏ（
サ
イ
ロ
）
の
支
援
活
動

　

今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
、「
挑
戦

的
萌
芽
研
究
」
の
見
直
し
以
外
に
も
変
更
が

目
白
押
し
の
科
研
費
で
す
が
、
学
術
研
究
・

産
学
官
連
携
推
進
機
構
で
は
、
科
研
費
対
策

講
演
会
（
平
成
28
年
６
月
13
日
開
催
）
や
科

研
費
全
件
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
な
ど
を
通

じ
、
科
研
費
に
関
す
る
全
学
目
標
「
保
有
率

60
％
」
の
達
成
に
向
け
て
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

最
新
情
報
は
、
学
内
専
用
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ

「
研
究
推
進
ガ
イ
ド
」

（http://w
w
w
.shinshu-u.ac.jp/research_guides/

）

で
随
時
発
信
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学術研究支援本部
土田　拓

研究支援課
石川　佳紀

　
「
長
野
県
の
放
送
局
は
？
」
と
問
わ
れ
る
と

真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
が
Ｓ
Ｂ
Ｃ（
信
越
放

送
）
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ご
存
知
の
と
お
り
、Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
長
野
県
下
で
も
有
数
の
高

い
発
信
力
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
Ｓ
Ｂ

Ｃ
と
連
携
し
て
、
地
域
防
災
減
災
セ
ン
タ
ー

で
は
防
災
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま

す
。

　

現
在
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
活

動
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
①
セ

ン
タ
ー
各
部
門
長
の
ラ
ジ
オ
番
組
へ
の
出
演

②
防
災
減
災
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と

い
っ
た
２
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
ラ
ジ

オ
へ
の
出
演
で
す
が
、
毎
月
第
一
金
曜
日
の

朝
に
放
送
さ
れ
る
「
Ｊ
の
コ
ラ
ム
」
と
い
う

コ
ー
ナ
ー
で
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
部

門
長
が
対
談
す
る
形
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
防

災
減
災
教
育
・
地
域
連
携
・
防
災
減
災
研
究
・

医
療
支
援
と
４
つ
の
部
門
が
あ
る
の
で
、
９

月
か
ら
全
４
回
で
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
対
談
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

　

続
い
て
、
防
災
減
災
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
で
す
が
、
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る

ま
さ
に
当
日
（
９
月
21
日
）
に
第
一
弾
と
な

る
「
あ
な
た
を
守
る
！
命
を
守
る
！
信
州
『
研

究×

報
道
』
最
前
線
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
連

携
教
員
で
あ
る
大
塚
勉
教
授
（
全
学
教
育
機

構
）
に
よ
る
講
演
で
は
、
信
州
の
豊
か
な
自

然
か
ら
災
害
を
読
み
解
く
形
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。Ｓ
Ｂ
Ｃ
が
保
有
す
る
映
像
を
織
り
交
ぜ

た
講
演
で
、
通
常
と
は
異
な
る
わ
か
り
や
す

さ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
菊
池
セ
ン
タ
ー
長
・
今
村
医
療
支

援
部
門
長
・
横
山
研
究
員
が
登
壇
し
、Ｓ
Ｂ
Ｃ

の
報
道
記
者
を
交
え
た
フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
フ
ロ
ア
の
一
般
参
加
者
か
ら

の
質
疑
応
答
も
含
め
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
非
常
に
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。
１

２
０
名
も
の
方
が
ご
来
場
さ
れ
、
追
加
で
椅

子
を
並
べ
て
対
応
す
る
必
要
が
出
て
く
る
ほ

ど
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
の
連
携
事
業
は
ま
だ
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
お
互
い
の
特
長
を

活
か
し
て
信
州
の
防
災
減
災
に
役
立
て
る
よ

う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

03 

Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

0203

連
域

産学官
地域連携課

鵜澤　尚弘
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平
成
28
年
８
月
30
日
（
火
）、「
第
３
回
信
州
大

学
見
本
市
〜
知
の
森
総
合
展
２
０
１
６
〜
」
を
上

田
信
用
金
庫
本
店
内
し
ん
き
ん
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

信
州
大
学
見
本
市
は
、
社
会
共
創
の
一
環
と
し

て
、
信
州
大
学
の
特
色
あ
る
研
究
を
地
域
社
会
に

発
信
し
、
企
業
な
ど
と
の
共
同
研
究
や
産
学
官
連

携
に
つ
な
げ
る
た
め
の
研
究
シ
ー
ズ
展
で
す
。

　

見
本
市
当
日
は
、
５
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
活
動

す
る
研
究
者
ら
が
一
堂
に
会
し
、
計
62
ブ
ー
ス
を

出
展
し
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

県
内
外
の
企
業
を
は
じ
め
、
行
政
、
金
融
関
係
者
、

一
般
市
民
、
学
内
関
係
者
な
ど
、
約
３
７
０
名
の

方
が
訪
れ
、
本
学
の
幅
広
い
研
究
シ
ー
ズ
を
地
域

へ
と
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
、
ご
来
場
い

た
だ
い
た
方
と
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
も

情
報
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
は
、

企
業
な
ど
と
の
共
同

研
究
や
産
学
官
連
携
、
い
わ
ゆ
る
学
外
と
の
連
携

推
進
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
普
段
は
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
の
少
な
い
、
異
な
る
分
野
で
研
究
を
進
め

る
学
内
の
研
究
者
同
士
の
情

報
交
換
の
場
と
い
う
一
面
も

兼
ね
て
お
り
、
学
部
横
断
的

な
研
究
の
推
進
に
も
役
立
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
見
本
市
へ
出
展

い
た
だ
い
た
方
、
実
行
委
員

会
の
方
に
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日時：平成28年

会場：しんきんイベントホール

主催：信州大学見本市開催実行委員会

共催：上田市、上田信用金庫

委 員 長

副委員長

幹 事 長

副幹事長

運営事務局 学術研究・産学官連携推進機構（SUIRLO）

研究推進部産学官地域連携課

濱田　州博

中村宗一郎

德井　丞次

酒井　俊郎

巽　　広輔

（学長）

（理事（研究、産学官・社会連携担当）、副学長）

（副学長（広報担当））

（工学部　物質工学科　准教授）

（理学部　化学科　准教授）

上田市材木町１-１７-１２（上田信用金庫本店営業店内）　TEL:0268-22-6260

8月30日（火） 10：30～16：00

04　  産学官連携 　山崎守雄

開催
報告

" 着る " 生活動作支援ロボット curara®

ブナの実ようかん

産学官地域連携課



出典：平成２９年度科学研究費助成事業公募要領等説明会配布資料の一部を修正

多くの方が来場されて、会場は満席となりました
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科
研
費
の
制
度
改
革
と

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｏ（
サ
イ
ロ
）
の
支
援
活
動

研究推進

携
地

１　
「
挑
戦
的
研
究
」
創
設
‼

　

現
在
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
以
下
、

科
研
費
）
で
は
、
研
究
種
目
の
見
直
し
、
審

査
区
分
と
審
査
方
式
の
見
直
し
を
は
じ
め
と

す
る
大
き
な
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
従
来
の
「
挑

戦
的
萌
芽
研
究
」
が
見
直
さ
れ
、
新
た
な
種

目
「
挑
戦
的
研
究
（
開
拓
・
萌
芽
）」
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
学
術
の
体
系

や
方
向
を
大
き
く
変
革
・
転
換
さ
せ
る
こ
と

を
志
向
し
、
飛
躍
的
に
発
展
す
る
潜
在
性
を

有
す
る
研
究
を
支
援
す
る
た
め
の
挑
戦
的
研

究
（
開
拓
）
は
、
応
募
額
５
０
０
〜
２
０
０

０
万
円
で
研
究
期
間
３
〜
６
年
、
挑
戦
的
研

究
（
萌
芽
）
は
応
募
額
５
０
０
万
円
以
下
で

研
究
期
間
２
〜
３
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
採

択
予
定
課
題
数
は
（
開
拓
）
が
２
５
０
件
程

度
、（
萌
芽
）
が
予
算
の
状
況
に
よ
っ
て
は

１
０
０
０
件
程
度
に
な
る
と
発
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さ
れ
て
お

り
、
従
来
の
挑
戦
的
萌
芽
研
究
と
比
べ
、
質

を
重
視
し
て
採
択
件
数
が
絞
り
込
ま
れ
る
予

定
で
す
（
参
考
：
平
成
27
年
度
挑
戦
的
萌
芽
・

新
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採
択
件
数
３
９
５
２
件
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採
択
率
23
．

６
％
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、
審
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の
暫
定
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な
区
分
（
65
区
分
）
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
よ
り
大
括
り
化
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

２　

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｏ（
サ
イ
ロ
）
の
支
援
活
動
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会
し
、
計
62
ブ
ー
ス
を

出
展
し
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

県
内
外
の
企
業
を
は
じ
め
、
行
政
、
金
融
関
係
者
、

一
般
市
民
、
学
内
関
係
者
な
ど
、
約
３
７
０
名
の

方
が
訪
れ
、
本
学
の
幅
広
い
研
究
シ
ー
ズ
を
地
域

へ
と
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
、
ご
来
場
い

た
だ
い
た
方
と
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
も

情
報
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
は
、

企
業
な
ど
と
の
共
同

研
究
や
産
学
官
連
携
、
い
わ
ゆ
る
学
外
と
の
連
携

推
進
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
普
段
は
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
の
少
な
い
、
異
な
る
分
野
で
研
究
を
進
め

る
学
内
の
研
究
者
同
士
の
情

報
交
換
の
場
と
い
う
一
面
も

兼
ね
て
お
り
、
学
部
横
断
的

な
研
究
の
推
進
に
も
役
立
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
見
本
市
へ
出
展

い
た
だ
い
た
方
、
実
行
委
員

会
の
方
に
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日時：平成28年

会場：しんきんイベントホール

主催：信州大学見本市開催実行委員会

共催：上田市、上田信用金庫

委 員 長

副委員長

幹 事 長

副幹事長

運営事務局 学術研究・産学官連携推進機構（SUIRLO）

研究推進部産学官地域連携課

濱田　州博

中村宗一郎

德井　丞次

酒井　俊郎

巽　　広輔

（学長）

（理事（研究、産学官・社会連携担当）、副学長）

（副学長（広報担当））

（工学部　物質工学科　准教授）

（理学部　化学科　准教授）

上田市材木町１-１７-１２（上田信用金庫本店営業店内）　TEL:0268-22-6260

8月30日（火） 10：30～16：00
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" 着る " 生活動作支援ロボット curara®

ブナの実ようかん

産学官地域連携課



　

平
成
28
年
４

月
１
日
、
信
州

大
学
は
旧
来
の

学
術
研
究
推
進

機
構
と
産
学

官
・
社
会
連
携

推
進
機
構
と
を

発
展
的
に
改
組

し
、
学
術
研
究
・

産
学
官
連
携
推

進
機
構
（ShinshuU

niversity-Innovative-
R
esearch &

 Liaison
O
rganization

、

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｏ
、
通
称
サ
イ
ロ
）
を
設
置
し
ま

し
た
。
機
構
の
下
に
は
学
術
研
究
支
援
本
部
と

産
学
官
連
携
・
地
域
総
合
戦
略
推
進
本
部
を
置

き
、
機
構
の
諸
活
動
を
担
う
専
門
人
材
を
Ｕ
Ｒ

Ａ（U
niversity-Research Adm

inistrator

）

室
に
配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
た
び
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
、
県
内
５
ヶ
所
に
分
散
し
て
い
る

信
州
大
学
の
全
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
機
構
の

窓
口
と
し
て
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
機
構
と
し
て
の
完
成
度
は
未
だ
道
半
ば

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、Ｕ
Ｒ
Ａ
室
を
中
心

に
学
術
研
究
と
産
学
官
地
域
連
携
を
推
進
し
、

本
学
の
強
み
を
更
に
強
化
し
、
持
続
化
す
る
た

め
の
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
本
学
は
、
第
3
期
中

期
目
標
・
中
期
計
画
に
お
い
て
「
先
鋭
領
域

融
合
研
究
群
を
中
心
と
し
た
世
界
的
な
教
育

研
究
と
多
分
野
に
わ
た
る
地
域
的
・
全
国
的

な
教
育
研
究
拠
点
」
た
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
ま
し
た
。
取
組
み
に
対
す
る
評
価
は
、
文

科
省
指
標
及
び
本
学
の
独
自
指
標
で
評
価
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
学
術
論
文
（
論
文
数
、

被
引
用
数
、
質
の
高
い
論
文
数
、
国
際
共
著

論
文
数
等
）、
海
外
の
大
学
や
研
究
機
関
と
の

共
同
研
究
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
設
立
・

活
動
状
況
、
知
的
財
産
の
実
用
化
・
企
業
と

の
共
同
出
願
、
一
定
金
額
以
上
の
共
同
研
究
・

受
託
研
究
な
ど
の
評
価
項
目
で
高
い
実
績
が

要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
大
学
活
動
の

源
泉
で
あ
る
「
学
術
研
究
力
」
の
強
化
に
加
え
、

学
術
研
究
の
成
果
を
円
滑
に
社
会
実
装
に
繋

げ
る
た
め
の
「
産
学
官
地
域
連
携
力
」
の
強

化
と
、
両
機
能
の
高
度
な
連
動
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
機
構
の
活
動
が
大
変
重
要

に
な
り
ま
す
。
教
職
員
の
皆
様
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
こ
れ
ま
で

以
上
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

信
州
大
学
は
、
第
3
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
お
い
て
、
先
鋭
領
域
融

合
研
究
群
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
）
を
中
心
に
特
色
あ
る
分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
研
究
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
は
、
現
在
、

カ
ー
ボ
ン
科
学
研
究
所
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
科
学
研
究
所
、
国
際
フ
ァ

イ
バ
ー
工
学
研
究
所
、
山
岳
科
学
研
究
所
及
び
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所

の
５
研
究
所
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
組
織
を
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

な
も
の
に
す
る
た
め
、
こ
の
た
び
研
究
群
の
枠
組
み
の
中
に
、
数
年
後
に
は

新
た
な
研
究
所
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
５
つ
の
研
究
グ
ル
ー

プ
（
菌
類
・
微
生
物
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
創
発
研
究
セ
ン
タ
ー
、
航
空
宇
宙
シ
ス

テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
、
次
世
代
医
療
研
究　

セ
ン
タ
ー
、
社
会
基
盤
研
究
セ

ン
タ
ー
、
食
農
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
）
を
選
定
し
、
こ
れ

ら
を
総
称
し
て
「
次
代
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

研
究
群
の
重
層
化
と
裾
野
の
拡
大
に
よ
っ
て
信
州
大
学
の
強
み
と
特
長
を
反

映
し
た
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
研
究
の
推
進
を
図
ろ
う
と
の
目
論
見
で
す
（
図

１
）。
世
界
で
は
今
、環
境
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、食
料
、医
療
、少
子
高
齢
化
な
ど
様
々

な
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
人
類
社
会
が
こ
れ
ら
の
問
題
を
乗
り
越
え
て

持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
革
新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
革
新
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
日
本
が
引
き
続
き
競
争
力

を
維
持
す
る
た
め
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
観
点
と
な
り
ま
す
。
わ
が

国
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
強
み
を
持
っ
た
地
域
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
う

し
た
多
様
性
に
基
づ
い
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
国
力
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
次
代
ク
ラ
ス

タ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の

参
画
に
よ
っ
て
機
能
強

化
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｒ

は
、
間
違
い
な
く
、
そ

の
役
割
を
担
っ
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。

　

次
号
の
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
か
ら
、
こ
れ
ら
５
つ

の
研
究
セ
ン
タ
ー
を
順

に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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機構長より

NEWS LETTER 発刊にあたって

産学官連携

機 構 長 よ り
ＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲ 
発 刊 に あ た っ て

研究センターの紹介

開 催 報 告

開 催 報 告

開 催 報 告

信 大 見 本 市

新 技 術 説 明 会

信州ベンチャー
コンテスト 2016

科研費の制度改革
とSUIRLOの支援活動

〒390-8621　長野県松本市旭 3-1-1　CSMIT 内
TEL:0263-37-2091　FAX:0263-37-3049
WEB サイト：http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suirlo

次代クラスター

研究推進

ＳＢＣとの連携
防災減災プロジェクト

地域連携

信州ベンチャーコンテスト
発表者と審査員

新技術説明会の様子
参加者数は例年を大きく上回りました

2016.10.03　  SUIRLO NEWS  vol.1

次
代
ク
ラ
ス
タ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た

次
代
ク
ラ
ス
タ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た

新
技
術
説
明
会
の
開
催
報
告

平
成
2 8
年
度
信
州
産
学
官
連
携
機
構

0506

信
州
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
６
開
催
！

産学官
連 携

産学官
連 携

　

去
る
８
月
２
日
（
火
）
に
科
学
技
術
振
興

機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
東
京
本
部
別
館
（
東
京
・

市
ヶ
谷
）
に
お
い
て
、
信
州
産
学
官
連
携
機

構
（
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
に
よ
る
新
技
術
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
技
術
説
明
会
は
、
研
究

成
果
の
実
用
化
を
目
的
と
し
て
、
研
究
者
自

ら
が
研
究
成
果
を
参
加
者
に
発
表
す
る
場
で
、

企
業
関
係
者
を
中
心
に
毎
年
多
く
の
方
に
ご

参
加
頂
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
信
州
大
学

か
ら
６
名
、
諏
訪
東
京
理
科
大
学
か
ら
２
名

の
研
究
者
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
特
に
注
目
度
が
高
く
、
例
年
を
上
回
る
２

９
４
名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

発
表
後
の
個
別
面
談
も
30
件
近
く
実
施
さ
れ
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
ご

参
加
さ
れ
た
企
業
の
方
に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
等
か
ら
事
後
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、
共
同
研

究
な
ど
の
連
携
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
活
動

し
て
い
く
予
定
で
す
。

と
い
う
希
望
を
！
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。
医

師
と
し
て
活
動
す
る
中
島
さ
ん
が
、
旅
行
に

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
患
者
が
い
る
こ
と

を
課
題
と
捉
え
、
長
野
の
魅
力
を
発
信
す
る

と
と
も
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
旅
行
プ
ラ
ン
に

産学官地域連携課
鵜澤　尚弘

知的財産室
柏原　秀雄

産学官連携・
地域総合戦略推進本部

中西　弘充

機構長

中村　宗一郎

機構長

中村　宗一郎

　

産
学
官
金
の
連
携
で
主
催
す
る
信
州
ベ
ン

チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
年
で
３
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
信
州
を
元
気
に
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

ア
イ
デ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
高
校
生
部

門
・
ア
イ
デ
ア
部
門
・
起
業
部
門
の
３
部
門

で
募
集
し
、
各
部
門
５
件
を
書
類
審
査
で
選

考
し
ま
し
た
。
公
開
審
査
は
９
月
10
日
（
土
）

に
信
州
大
学
上
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま

し
た
。

ア
イ
デ
ア
部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
と
観
客
が

選
ぶ
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
は
、
中
島
侑
子
さ

ん
の
「
全
国
初
！
新
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ

ア
ー
の
実
現
に
よ
り
、長
野
か
ら
全
国
へ「
旅
」

先鋭領域融合研究群

04

01 　  

先
鋭
領
域
融
合
研
究
群

価
値
が

あ
る
こ

と
を
提

案
し
、
多

く
の
観

客
の
支

持
を
得

ま
し
た
。

ICCER における次代クラスター研究センターの位置

01

SUIRLO 組織図
URA 室機構運営会議

機構長(研究、産学官・社会連携担当理事)

先
鋭
領
域
融
合
研
究
群

リエゾン部門（産学官連携・地域総合戦略推進本部） リサーチ支援部門（学術研究支援本部）
・産学官地域連携推進
・教育研究活動の社会還元
・COC 事業
・信州リビングラボ事業
・その他地域社会の活性化
   のための業務

・COI 等の大型拠点支援
・研究プロジェクト支援
・先鋭領域研究の支援・融合
・異分野融合研究の推進
・基盤研究所力の強化
・科研費等の外部資金獲得
・次代研究者や拠点の育成
・国際学術連携の支援

信州地域技術
メディカル展開センター

地域防災減災センター

長野（教育）　　長野（工学）　　松本　　伊那　　上田

基盤研究支援センター

輸出監理室

機構各地ステーション

本部

☟

SUIRLO のWEB サイト新設中

　研究領域融合、イノベーティブな研究

　学術研究院

次
代
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー

カ

ー

ボ

ン

科

学

研

究

所

山

岳

科

学

研

究

所

国
際
フ
ァ
イ
バ
ー
工
学
研
究
所

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
科
学
研
究
所

バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所

次
代
の
研
究
所
を
目
指
す
研
究
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
次
代
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の
創
出

先鋭領域融合研究群
クロスブリード

クロスブリード




